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調査結果

7月11日（月） 
当 別 町 　　

移住促進事業について
•北海道は国内で移住促進については積極的な地域
•平成24年度より「住んでみたい当別推進協議会」を
立ち上げて官民連携で推進している。市営住宅などを
活用し移住前に短期の生活体験をする「おためし暮らし」
で地域に慣れてもらう制度あり。移住するにあたって「就
労」は大きな問題であるため就労の斡旋もしている。
•この10年で、完全移住59組 147人、おためし暮
らし256組 553人、紹介件数1780件の実績あり。

地中熱を利用した農業活性化について
•アイデアは就任3年の町長より出た、また、町長は、
三菱商事出身で南アフリカで活躍されたネルソンマン
デラ氏とも親交があった。
•ふるさと納税が5億円になったことや、地方創世の補
助金を活用できるので、地中熱ヒートポンプを利用しイ
チゴ、葉物野菜の水耕栽培を始める予定で現在事業化
の途中。出来た野菜等は、来年9月に「道の駅」が
出来るのでそこで販売の予定。

7月12日（火） 
富 良 野 市 　

観光の現状と課題について
•富良野市の観光は、昭和54年に「コクド」がスキー
場を整備したことから始まる冬のスキー観光から。現在
はラベンダー畑を中心にした夏の花観光が主になって
きた。また、テレビドラマの「北の国から」が、富良
野を舞台に平成14年まで、約21年間放映された効
果は観光的には大きい。

•平成27年度の観光入込は188万人とピーク時の平
成14年度の249万人よりだいぶ減ってきているが、
観光客宿泊延数75万9千泊は過去最高になった。そ
のうち外国人宿泊延数は、中国・香港・オーストラリア
を中心に12万 2千泊あり、これは市長を先頭に積極
的に新規開拓した結果と思う。現在はフィリピン・ベト
ナムなどへも働きかけている。富良野市の人口2万2
千人に対し、観光関係就業者数3千4百人となり、観
光は主産業になっている。
•これからの市の観光では、冬の「雪遊び」（主に外人
向け）、夏の「ロングライド（サイクリング）」など富良
野にしかない「経験」を提供していく。

7月13日（水） 
石 狩 市 　　

議会改革について
•石狩市では、平成20年に自治基本条例を制定し、また、
平成27年には議会基本条例を制定して、開かれた議
会を目指す。
•自治基本条例では、議会は、会議の公開を原則とし、
市民と情報の共有化を図るため、積極的に情報を提供
するように努めなければならないとしている。
•議会基本条例では、議会は、市民にとって身近で参画
しやすい議会とするため、議会運営や政策立案につい
て、積極的な情報公開を行うとともに、説明責任を果
たすとしている。

7月11日～13日に北海道当別町、
富良野市、石狩市に対して政務調査
を行いました。

政務活動調査を実施7月
11・12・13

9月議会で平成27年度の決算
審査がされました。概要は、監査
委員意見を中心に左記の通り報告
させていただきました。
結果が、今後の政策執行および
来年度予算編成に活かされること
を切望します。
これからは、定期監査を10月
～1月にかけて、その間隙をぬっ
て行政監査、財政的援助団体等に
対する監査、また、毎月、現金出
納検査（一般会計・病院事業会計・
介護老人保健施設事業会計・水道
事業会計）を行っていきます。
監査委員である私は、就任期間
中執行部の方々にいろんなお話を
聞き、意見などもしていくことがで
きる立場にあります。そうしたこと
から、一般質問をしないできまし
た。
我が会派の先輩方で監査委員を
務められた方々は、議会での一般
質問をされないでこられました。私
も同様に過ごしてきました。

前川　勉

監査雑感 その2
平成 27 年度　決算概要

決算特別委員会、本会議の結果、委員長報告どおり可決されました。

決
算
の
概
要

一
般
会
計

歳入（A） 29,013,446千円 （対前年▲911,939千円）
歳出（B） 27,647,031千円 （対前年▲1,305,478千円）
差引（A-B）=（C） 1,366,415千円
翌年度への繰越（D） 116,691千円
実質収支（C-D） 1,249,724千円 （黒字決算）
実質収支比率 6.9％（概ね標準財政規模の3～5％程度が望ましいとされている）

特
別
会
計

（
7
会
計
全
体
）

歳入（A） 15,490,577千円 （対前年984,077千円）
歳出（B） 15,384,083千円 （対前年910,736千円）
差引（A-B）=（C） 106,494千円
翌年度への繰越（D） 1,015千円
実質収支（C-D） 105,479千円 （黒字決算）

監査委員の決算審査意見
■一般会計
1、持続可能な財政基盤の確立について
2、事務事業の見直しについて
3、適切な債権管理の実施について
4、予算執行の適正化と不用額の縮減に
ついて
■水道事業会計
1、将来のインフラコストに備えた経営計
画の見直しについて

2、有収率の改善について
3、未収金の徴収強化について
■病院事業
1、積極的な広報による患者の流出防止に
ついて

2、未収金の徴収強化について
3、健診センターの利用促進について
4、経営の黒字化について
■介護老人保健施設事業
1、経営改善計画の着実な実行について
2、資金管理の改善について

執行部からは、上記意見に対し改善計画
や取組方針が示されました。決算特別委
員会は、2日間にわたり開催され、各議
員から多数質疑があり、執行部から答弁が
なされたところです。




